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１．フォローアップ研修とは 
 財団法人畜産環境整備機構が実施している畜産環境アドバイザー研修は、平成11年度から実
施されてきましたが、平成14年度からフォローアップ研修が新たなメニューとして加えられました。
この研修の目的は、「現地研修を中心にして畜産環境アドバイザーの資質向上及び現地対応力
の養成を図る」とされており、対象はそれぞれの研修講座の受講歴を有する畜産環境アドバイザ
ーとされています。 
 
２．現地研修対象施設の選定 
 今回、この汚水浄化処理施設研修を本県で開催するにあたり、その成否のカギをにぎると思わ
れる対象施設の選定のための現地調査を10月に実施しました。条件として、２カ所を半日で回れ
る範囲にある、受講者の受け入れ、バスの駐車スペース、施設の管理等に問題を抱えている施
設、設計計算書等の資料があることの５点が示され、さらに機構からの意向により１カ所は膜処理
施設を選定することとなりました。 
 選定した施設は候補４施設の中で水質等に問題がある施設で、一カ所は従来の活性汚泥法に
膜分離を加えたもの、もう一カ所はホーロー製の酒樽を利用した設計計算書のない施設となりま
した。 
 
３．研修のメイン－改善策の立案とは 
 改善策の立案をグループでおこなうという作業について、今ひとつピンときませんでしたが、実際
の研修では現地調査を実施した後、全体で現状の問題点を出すところから始まりました。出され
た意見の中から施設改善２種類と現状通り１種類の３案について班ごとに設計計算を行い、改善
案をまとめていきます。今回の膜処理を追加した事例では膜処理が必要かどうかが最大の論点
になったため、施設改善の一案を膜処理を使わない場合とし、現地調査で適正な管理がされてい
ないとの指摘が多かった最初沈殿槽の不使用をもう一案、及び現状通りとの３案について設計計
算を行いました。その結果、膜処理を利用しない場合は曝気槽が20m3不足すること、最初沈殿槽
は容積が小さすぎてほとんど用をなしていないことが明らかになりました。 
 また、酒樽を利用した事例では設計計算書が無いため処理対象頭数を確定すること、施設の容
積、処理能力を確定することから始めました。この事例についても最初沈殿槽の必要性が問題と
なりました。また、かなり高濃度の汚水を無希釈で処理していることから希釈水の使用についても
検討しました。その結果、希釈水を使用することが有効であり、それに伴う曝気槽の容積不足に
対しては最初沈殿槽・汚水貯留槽など既存の槽を改造することによって対処可能であるということ
になりました。 
 
 

４．研修の成果を生かすために 
 今回の研修には岐阜・三重の両県からも各３名が
受講され、全体として25名の受講でした。受講した
我々にとっては大変有意義なものとなりましたが、こ
の成果をさらに確かなものとして残すために社団法
人愛知県畜産協会の協力を得て「畜産用浄化槽の



 
 

トラブルと改善のポイントⅡ（実践編）」としてパンフ
レットを作成しましたので、紹介させていただきます。
 まず、浄化槽改善案作成の流れとして実際の手順
を簡単にまとめました。ここでは、現地調査と設計計
算のチェックの両方が必要なこと、設計計算書がな
い場合にも対応が可能なことがポイントです。（図１）
 次の「現地調査の実際」では、浄化槽汚水の流れ・
ブロアー・スクリーンの３点についてチェックポイント
として紹介しています。通常の浄化槽点検ではSV30
や放流水の水質についての調査を実施しますが、
施設・機械の稼働状況についてはなかなか手がま
わらないのが実態ではないでしょうか。改善策の作
成に当たってはこのような実態把握が重要になりま
す。（図２） 
 設計計算の実際についてはパンフレットでは紹介
していませんが、事例として今回の対象施設を紹介
しています。同じような事例はほかにも多いと思わ
れますので、現場では参考になるのではないでしょ
うか。なお、事例Ⅱは紙面の都合で省略します。（図
３） 
 現地調査や講義の中で話のあったためになると思
われることをワンポイントアドバイスとしてわかりや
すくまとめました。これらのポイントを問題事例にあ
わせてアドバイスできれば、それだけでかなり改善
につながるのではないでしょうか。（図４、５） 
 パンフレットはこの後「設計計算のための基礎資
料」として対象頭数の設定、汚水量と負荷量、主な
施設・設備の設計基準などをのせてあります。研修
は終わり後は実践あるのみですが、その場面でこの
パンフレットが少しでも役に立てば幸いです。 
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